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初
心
者
に
も
分
か
り
や
す

く
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
を
｜
｜
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
の
４
年
次
生
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
用
の

ウ
ェ
ブ
教
材
を
開
発
、
実
際

に
複
数
の
高
校
の
授
業
で
使

わ
れ
好
評
を
得
た
。

　
初
等
・
中
等
教
育
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
世
界

的
潮
流
と
な
る
な
か
、
日
本

で
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
な
か
、
松
本
絵

里
子
さ
ん
、
中
谷
香
凛
さ

ん
、
佐
藤
瑞
帆
さ
ん
、
藤
木

諒
斗
さ
ん
、
佐
藤
良
樹
さ

ん
、
馬
淵
仁
輝
さ
ん
、
鈴
木

博
登
さ
ん
、
森
美
由
紀
さ
ん

の
８
人
は
３
年
次
生
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
指
導
・
望

月
俊
男
准
教
授
）
に
集
い
、

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
１
年
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
入
門
の
授
業
が
面
白
か

っ
た
け
れ
ど
、
周
り
に
は
好

き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
人
が
た

く
さ
ん
い
た
。
せ
っ
か
く
の

面
白
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
、
な
に
か

興
味
を
ひ
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
」。
こ
う
語
る
の
は
松

本
さ
ん
。

　
そ
こ
で
着
手
し
た
の
が

「
楽
し
く
継
続
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
開
発
」だ
っ
た
。

　
「
Ｃ
言
語

を
学
ぼ
う
‼

　
怪
盗
Ｃ
か

ら
の
挑
戦
状
」
と
題
し
た
ア

プ
リ
は
５
章
構
成
で
、「
ス

ト
ー
リ
ー
進
行
」
↓
「
手
本

を
見
る
」
↓
「
問
題
に
挑

戦
」
の
３
つ
の
手
順
を
繰
り

返
す
こ
と
で
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
進
行
役
は
ア
ニ

メ
調
の
か
わ
い
ら
し
い
少
年

と
ネ
コ
で
、
中
谷
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
。
さ
ら
に
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
本
来
見
え

て
い
な
い
デ
ー
タ
の
動
き
も

１
行
ず
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化

し
た
。
中
谷
さ
ん
は
「
授
業

で
は
、
と
に
か
く
紙
に
書
い

て
考
え
ろ
と
教
わ
っ
た
が
、

そ
れ
を
自
分
な
り
に
ア
ニ
メ

化
し
た
。
ほ
か
に
は
な
い
ア

プ
リ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
自

信
を
み
せ
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

は
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
佐
藤

良
樹
さ
ん
は
自
ら
の
経
験
を

踏
ま
え
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
は
パ
ソ
コ
ン
に
命
令
す
る

言
葉
」
な
ど
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
に
腐
心

し
た
。

　
４
年
次
生
の
卒
業
演
習
で

も
メ
ン
バ
ー
そ
の
ま
ま
で
、

引
き
続
き
ア
プ
リ
の
改
良
に

取
り
組
ん
だ
。「
意
見
を
ぶ

つ
け
合
い
、
合
意
し
て
、
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
」
と
佐
藤
瑞
帆
さ
ん

は
振
り
返
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
企
画
書
を
作

り
、
高
校
に
提
案
。
２
年
間

で
首
都
圏
の
３
高
か
ら
教
材

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
千
葉
県
袖
ヶ
浦
高
校
で

は
普
通
科
と
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
の
１
年
生
約

２
８
０
人
が
正
規
授
業
で
１

カ
月
半
使
用
。
初
心
者
も
多

か
っ
た
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
の
高
さ

か
ら
、
物
語
の
続
き
を
見
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
実
際
に
高
校
に
出
向
い
て

授
業
で
指
導
も
行
っ
た
。
鈴

木
さ
ん
は
「
基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
知
ら
な
い
生
徒

も
い
た
の
で
、
分
か
り
や
す

い
指
導
を
心
掛
け
た
」
と
話

す
。
同
高
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
科
の
眞
山
和あ

姫き

教

諭
（
平
24
ネ
ッ
ト
情
報
）
は

「
大
学
内
で
完
結
せ
ず
、
現

場
で
活
動
し
て
お
り
頼
も
し

い
。
今
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

は
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　
４
月
か
ら
は
全
員
違
う
道

を
歩
み
始
め
る
。
卒
業
演
習

の
指
導
に
あ
た
っ
た
松
永
賢

次
教
授
は
「
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
提
案
後
も
顧
客

の
意
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
い
う
、
社
会
で
は
当

た
り
前
の
経
験
を
大
学
の
時

点
で
で
き
た
こ
と
は
貴
重
」

と
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
す
る
。

　
情
報
戦
略
を
テ
ー
マ
に
す

る
経
営
学
部
の
森
本
祥
一
ゼ

ミ
（
ゼ
ミ
生
27
人
）
は
、
新

潟
県
南
魚
沼
市
の
辻
又
集
落

の
活
性
化
を
目
指
し
、
同
地

域
で
取
れ
た
米
を
使
っ
た
加

工
品
の
開
発
や
販
売
を
展
開

し
て
い
る
。
２
年
間
に
わ
た

る
活
動
は
、
今
春
、『
大
学
生

と
限
界
集
落
（
仮
）』
と
し

て
専
修
大
学
出
版
局
か
ら
刊

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
森
本
ゼ
ミ
と
辻
又
と
の
か

か
わ
り
は
、
指
導
の
森
本
准

教
授
が
新
潟
県
か
ら
２
０
１

４
年
度
「
大
学
生
の
力
を
活

か
し
た
集
落
活
性
化
事
業
」

の
調
査
・
研
究
を
受
託
し
た

の
が
き
っ
か
け
。

　
辻
又
は
15
世
帯
・
43
人

（

15

年

５

月

現

在
）。
中
山
間
地
域

に
あ
る
集
落
で
、
住
人
の
半

数
以
上
が
65
歳
以
上
と
高
齢

化
が
進
み
〝
限
界
集
落
〞
と

呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
過

疎
、
高
齢
化
に
よ
り
地
域
内

の
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
。

　
ゼ
ミ
生
は
「
と
に
か
く
訪

ね
て
み
よ
う
」
と
14
年
８
月

に
初
訪
問
、
７
日
間
の
夏
期

合
宿
を
行
い
、
住
民
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
始
め
た
。
上

越
新
幹
線
浦
佐
駅
か
ら
車
で

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い

て
海
外
の
大
学
の
日
本
学
の

教
授
や
学
生
た
ち
と
授
業
を

行
う
「
ネ
ッ
ト
授
業
」
が
文

学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
で

行
わ
れ
て
い
る
。
欧
米
や
ア

ジ
ア
の
大
学
と
専
修
大
学
の

教
室
を
「
テ
レ
ビ
会
議
」
シ

ス
テ
ム
で
つ
な
い
で
展
開
す

る
共
同
授
業
や
遠
隔
授
業

で
、
板
坂
則
子
教
授
（
江
戸

時
代
の
文
学
文
化
）
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。
12

月
に
行
わ
れ
た
「
ネ
ッ
ト
授

業
」
の
様
子
を
板
坂
ゼ
ミ
生

の
寄
稿
で
紹
介
し
よ
う
。

◇

　
「
ネ
ッ
ト
授
業
」
は
、
日

本
文
化
に
対
す
る
海
外
の
学

生
の
、
自
分
た
ち
と
は
異
な

る
着
眼
点
や
認
識
を
発
見
す

る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い

る
。

　
12
月
８
日
に
は
イ
ギ
リ
ス

・
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ

（
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学

院
）
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ

ー
ス
ト
ル
教
授
と
学
生
６
人

（
日
本
言
語
文
化
専
攻
）

と
、
板
坂
ゼ
ミ
生
約
40
人
が

ネ
ッ
ト
共
同
授
業
を
行
っ

た
。

　
日
本
時
間
は
18
時
、
ロ
ン

ド
ン
は
同
日
の
朝
９
時
。
Ｓ

Ｏ
Ａ
Ｓ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
日
本
学
研
究
の
中
心
機

関
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
両
大
学
の
学
生
た
ち
は
日

本
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
表
。

　
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
学
生
た
ち
の

研
究
テ
ー
マ
は
「
洛
中
洛
外

図
」
や
「
現
代
女
性
作
家
に

見
る
日
本
文
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」、「
日
本
語
の
正

書
法
」
な
ど
多
彩
だ
。

　
対
し
て
板
坂
ゼ
ミ
生
の
発

表
テ
ー
マ
は
「『
ヴ
ェ
ニ
ス

の
商
人
』
と
『
世
間
胸
算

用
』」、「『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

と
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
』」。
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
の

比
較
で
日
本
文
学
の
特
徴
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
狙

い
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
動
画
を
披
露
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
が
終
わ

っ
た
後
は
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。「
浮
世
絵
に
描

か
れ
る
女
性
を
美
し
い
と
は

思
わ
な
い
。
私
た
ち
に
と
っ

て
の
美
し
い
日
本
人
像
は
歌

舞
伎
の
女
形
」
と
い
う
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｓ
の
学
生
の
意
見
に
は
、

洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
現
代

人
の
共
通
認
識
を
感
じ
た
。

一
方
、
板
坂
ゼ
ミ
生
か
ら
は

「
洛
中
洛
外
図
な
ど
の
日
本

美
術
は
、
西
洋
美
術
と
は
大

き
く
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
美
し
い
と
言

っ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
う

れ
し
い
」
と
い
う
声
も
上
が

っ
た
。

　
筆
者
に
は
、
同
じ
日
本
文

化
を
愛
し
研
究
す
る
者
同

士
、
心
が
通
じ
合
っ
た
瞬
間

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

 

（
板
坂
ゼ
ミ
　
Ｋ
・
Ｈ
）

　
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
、
10
歳
に
な

り
ま
し
た
」
｜
｜
編
集
学
・

出
版
学
を
学
ぶ
文
学
部
の
川

上
隆
志
ゼ
ミ
が
毎
年
発
行
し

て
い
る
雑
誌
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」

の
第
10
号
（
Ａ
４
判
・
１
１

２
㌻
）
が
12
月
に
刊
行
さ
れ

た
。
角
萌
楓
編
集
長
（
３
年

次
）を
中
心
に
、

２
・
３
年
次
生

23
人
が
、
企
画

・
構
成
・
取
材

・
撮
影
・
紙
面

製
作
・
校
正
ま

で
一
連
の
作
業

に

取

り

組

ん

だ
。

　
10
号
の
節
目

を
迎
え
、
角
編

集
長
は
「
こ
れ

ま
で
同
様
、
自

分
た
ち
が
興
味

を
持
っ
て
い
る

社
会
問
題
を
学
生
ら
し
い
切

り
口
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
が
積
み
上
げ
て
き

た
10
年
の
重
み
を
感
じ
つ

つ
、
よ
り
よ
い
も
の
を
作
ろ

う
と
奮
闘
し
た
み
ん
な
の
熱

意
が
伝
わ
っ
た
と
思
う
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
今
号
は
、
西
荻
窪
・
イ
ス

ラ
ム
横
丁
・
秋
葉
原
・
神
保

町
な
ど
で
生
活
す
る
16
人
の

生
き
方
か
ら
自
ら
の
生
き
方

を
問
い
直
す
『
東
京
』
と
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
問
題
か
ら
自
分
ら

し
い
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
の
２
つ
の

特
集
記
事
を
掲
載
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
座
談
会
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
は

反
響
を
呼
び
、
東
京
新
聞

（
川
崎
版
１
月
23
日
付
）
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
巻
末
に
は
、
裏
表
紙
か
ら

始
ま
る
『
10
周
年
記
念
企

画
』
を
掲
載
。
第
１
号
か
ら

第
９
号
ま
で
の
内
容
を
振
り

返
る
ほ
か
、
歴
代
編
集
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
す
る
。

　
ど
の
企
画
も
読
み
応
え
十

分
。
レ
イ
ア
ウ
ト
も
細
部
ま

で
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
食
品

ロ
ス
を
取
り
上
げ
た
『
そ

れ
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ

じ
ゃ
な
い
？
』
と
い
っ
た
記

事
や
『
世
界
の
朝
ご
は
ん
』

『
オ
タ
ク
解
剖
』
な
ど
の
コ

ラ
ム
、
日
本
語
学
科
と
日
本

文
学
文
化
学
科
の
ゼ
ミ
や
授

業
を
紹
介
す
る
『
日
語
・
日

文
コ
ラ
ボ
』
も
面
白
い
。

　
文
学
部
生
の
ほ
か
、
希
望

者
に
も
配
布
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル
（show10 kawazemi@

gmail.com

）
へ
。

　
理
工
系
の
４
大
学
の
学
生

と
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
新
し
い
ア
プ
リ
の
企
画

・
開
発
に
取
り
組
む
経
営
学

部
・
渥
美
幸
雄
ゼ
ミ
が
12
月

16
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

成
果
発
表
会
を
行
っ
た
。
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、
神

奈
川
工
科
大
学
、
法
政
大

学
、
長
崎
大
学
と
合
同
の

「
ミ
ラ
イ
ケ
ー
タ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
、
唯
一
の
文
系

チ
ー
ム
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
練
り
上
げ
た
。

　
発
表
し
た
の
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
経
沢
優
多

さ
ん
、
根
岸
佑
太
さ
ん
、
内

海
洋
樹
さ
ん
、
垣
本
周
さ

ん
、
蒲
生
大
貴
さ
ん
、
韓
国

人
留
学
生
鄭

チ
ョ
ン

洪ホ
ン

旻ミ
ン

さ
ん
の
３

年
次
生
６
人
。
５
大
学
の
ア

イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
「
車

い
す
で
快
適
に
通
行
で
き
る

経
路
を
案
内
す
る
ア
プ
リ
」

と
「
観
光
地
で
の
感
動
コ
メ

ン
ト
を
そ
の
場
に
い
る
人
が

共
有
で
き
る
ア
プ
リ
」
の
二

つ
に
つ
い
て
、
開
発
意
図
や

機
能
、
収
支
計
画
な
ど
を
説

明
。
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
神

奈
川
工
科
大
学
の
学
生
も
参

加
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
「
自
転
車
や

設
が
進
み
、
工
場
と
住
宅
が

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
住
工
混

在
状
況
と
な
り
、
昔
な
が
ら

の
町
工
場
と
新
住
民
の
融
合

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
遠
山
ゼ
ミ
で
は
同
区
に
あ

る
下
野
毛
工
業
協
同
組
合
と

川
崎
北
工
業
会
、
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
１
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
と

共
同
で
２
０
１
２
年
11
月

「
高
津
も
の
ま
ち
づ
く
り

会
」
を
結
成
。
工
場
を
開
放

す
る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
や
パ
ネ
ル
で
の
町
工
場
の

紹
介
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
の
も
の
づ

く
り
フ
ェ
ア
、
て
く
の
ま
つ

り
（
川
崎
市
生
活
文
化
会
館

て
く
の
か
わ
さ
き
主
催
）
で

情
報
発
信
し
て
き
た
。

　「
住
民
に
と
っ
て
大
学
生

は
〝
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち

ゃ
ん
〞
の
よ
う
な
存
在
。
文

系
学
生
と
し
て
分
か
り
や
す

い
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
」と
遠
山
教
授
は
話
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
地
域
の
人
と
の
つ

な
が
り
も
次
第
に
で
き
て
き

た
。
だ
が
イ
ベ
ン
ト
に
足
を

運
ば
な
い
人
に
は
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
川

崎
市
高
津
区
役
所
か
ら
提
案

さ
れ
た
の
が
、
冊
子
作
成
だ

っ
た
。

　
３
年
次
ゼ
ミ
生
11
人
が
、

２
０
１
５
年
５
月
か
ら
冊
子

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

れ
ま
で
に
も
同
会
の
活
動
に

参
加
し
て
お
り
、
素
地
は
十

分
で
き
て
い
る
。
さ
ら
に
ま

ち
の
歴
史
や
住
工
混
在
問
題

な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
よ

う
求
め
る
遠
山
教
授
の
課
題

を
基
に
、
冊
子
の
内
容
を
つ

め
て
い
っ
た
。

　
表
紙
に
は
25
の
事
業
所
に

勤
め
る
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
の
プ
レ
ー
ト
を
持
ち

笑
顔
を
見
せ
る
。
夏
休
み
、

ゼ
ミ
生
が
事
業
所
を
訪
ね
、

撮
影
し
た
も
の
だ
。

　
冊
子
は
Ａ
４
判
８
㌻
。
地

域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
町
工

場
の
先
人
の
歩
み
と
、
同
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
フ
ル
カ
ラ
ー
で
、
印
刷

や
レ
イ
ア
ウ
ト
は
同
区
に
工

場
が
あ
る
印
刷
会
社
が
担
当

し
た
。
冊
子
づ
く
り
に
奔
走

し
た
鎌
田
健
太
郎
さ
ん
は

「
思
っ
て
い
た
以
上
の
立
派

な
冊
子
が
で
き
て
感
動
し

た
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
「
作
っ
た
だ
け
で

は
だ
め
、
見
て
も
ら
わ
な
い

と
意
味
が
な
い
」
と
５
千
部

作
成
し
た
う
ち
の
３
千
部
を

ゼ
ミ
生
が
手
分
け
し
て
下
野

毛
、
久
地
・
宇
奈
根
地
区
の

住
宅
に
配
っ
て
回
っ
た
。

　
ゼ
ミ
長
の
石
崎
直
樹
さ
ん

は
「
自
分
た
ち
が
学
生
の
視

点
で
活
動
で
き
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
思
う
」
と
事
業

者
と
住
民
を
つ
な
ぐ
〝
ジ
ョ

イ
ン
ト
〞
役
を
目
指
す
。

　
高
津
区
役
所
企
画
課
は

「
分
か
り
や
す
く
い
い
冊
子

を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
今
後

も
住
工
共
生
の
ま
ち
と
し
て

よ
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

▶
　
48
種
類
の
地
図
作
成
を
提
案
し
た
早
川
さ

ん
、
飯
田
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
（
左
か
ら
）

２
０
１
５
年
11
月

▲　制作に取り組んだゼミ生と小冊子

図
を
作
る
こ
と
で
方
向
性
は

す
ぐ
に
固
ま
っ
た
。

　
語
感
か
ら
決
め
た
「
Ｋ
Ｍ

Ｋ
48
」
だ
が
、
実
際
に
48
種

類
の
ア
イ
デ
ア
を
考
案
す
る

の
に
は
苦
労
し
た
と
い
う
。

自
然
や
仏
像
な
ど
定
番
の
も

の
か
ら
、
イ
ケ
メ
ン
が
い
る

寺
や
店
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

店
、
ド
ラ
マ
ロ
ケ
地
や
ア
ニ

メ
聖
地
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ

ニ
、
麺
ど
こ
ろ
な
ど
若
者
が

興
味
を
持
ち
そ
う
な
こ
と
を

細
か
く
拾
い
上
げ
て
い
っ

た
。
実
際
に
心
霊
ス
ポ
ッ
ト

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
。

　
「
ゼ
ミ
に
入
っ
た
ば
か
り

で
ま
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

理
論
を
知
ら
な
い
学
生
な
ら

で
は
の
自
由
な
発
想
」
と
奥

瀬
教
授
は
評
す
る
。

　
11
月
に
大
船
観
音
寺
で
開

催
さ
れ
た
決
勝
発
表
会
に
は

奥
瀬
ゼ
ミ
計
３
チ
ー
ム
を
含

む
５
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
た
。

　
Ｋ
Ｍ
Ｋ
48
チ
ー
ム
は
「
現

地
に
行
っ
て
好
み
に
合
っ
た

地
図
が
手
に
入
れ
ば
、
行
く

度
に
新
た
な
鎌
倉
の
一
面
を

発
見
で
き
、
若
者
を
呼
び
込

む
こ
と
が
で
き
る
」
と
提

案
。「
48
種
類
と
い
う
発
想

が
良
か
っ
た
」
と
審
査
員
か

ら
評
価
さ
れ
、
松
尾
崇
市
長

か
ら
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
４
人
は
「
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に

参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き
た

い
」と
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

　
鎌
倉
の
魅
力
を

若
者
の
視
点
か
ら

伝
え
よ
う
と
開
催

さ
れ
た
鎌
倉
市
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で
商

学
部
・
奥
瀬
喜
之

ゼ
ミ
の
２
年
次
生

グ
ル
ー
プ
が
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

「
Ｋ
Ｍ
Ｋ
48
」
と

銘
打
ち
、
48
種
類
の
観
光
地

図
の
作
成
を
提
案
。
そ
の
内

容
は
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
イ

ケ
メ
ン
探
訪
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
ユ
ニ
ー
ク
で
自
由
な

視
点
か
ら
古
都
の
新
た
な
魅

力
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
大
学
生
や

若
者
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会
主
催
、
鎌
倉
市
や
同
市
観

光
協
会
な
ど
の
後
援
で
２
回

目
。

　
加
藤
真
応
さ
ん
が
た
ま
た

ま
見
つ
け
た
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
参
加
を
提
案
し
た
の
は
２

０
１
５
年
の
秋
、
ゼ
ミ
が
始

ま
っ
て
２
週
間
目
。
締
め
切

り
ま
で
１
カ
月
を
切
っ
て
い

た
。
鎌
倉
に
は
よ
く
遊
び
に

行
く
け
れ
ど
、
訪
れ
る
の
は

い
つ
も
同
じ
場
所
。
ど
こ
に

行
っ
て
も
混
ん
で
い
る
し
、

名
所
以
外
は
よ
く
分
か
ら
な

い
、
既
存
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
若
者
向
け
で
は
な
い
し
、

ネ
ッ
ト
で
は
情
報
が
多
す
ぎ

る
｜
｜
。

　
加
藤
さ
ん
、
飯
田
萌
さ

ん
、
早
川
直
毅
さ
ん
、
千
葉

誠
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ

ん
な
実
体
験
を
踏
ま
え
、
地

ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
の
日
々

の
通
行
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

車
い
す
利
用
者
に
無
料
で
最

新
の
路
面
状
況
を
発
信
す

る
」「
感
動
共
有
ア
プ
リ
に

よ
っ
て
地
元
自
治
体
や
企
業

は
観
光
客
の
生
の
声
に
ふ

れ
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
広
告

が
打
て
る
」
と
説
明
。
発
表

を
聞
い
た
同
ゼ
ミ
の
２
年
次

生
、
４
年
次
生
か
ら
は
「
面

白
い
」
と
評
価
す
る
声
と
と

も
に
「
ア
プ
リ
を
購
入
す
る

人
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
」

「
音
声
案
内
や
外
国
語
版
が

あ
れ
ば
い
い
の
で
は
」
な
ど

と
質
問
の
手
が
挙
が
っ
た
。

　
同
ゼ
ミ
で
は
、
２
０
０
７

年
に
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大

学
と
文
理
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
。
前
年
は
指
導
す

る
渥
美
教
授
が
国
内
研
究
で

ゼ
ミ
を
離
れ
た
た
め
、
今
回

は
２
年
ぶ
り
の
参
加
で
「
先

輩
の
活
動
を
見
て
い
な
い
の

で
要
領
が
つ
か
め
ず
、
戸
惑

う
こ
と
も
多
か
っ
た
」
（
経

沢
さ
ん
）。
ゼ
ミ
長
の
根
岸

さ
ん
と
Ｏ
Ｂ
を
訪
ね
、
経
験

談
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め

た
。

　
「
文
系
は
収
益
性
や
面
白

さ
、
理
系
は
技
術
的
に
で
き

る
か
で
き
な
い
か
を
最
優
先

す
る
。
意
識
の
ズ
レ
を
埋
め

る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
心
が
け
た
」「
理
系
の

人
と
接
し
て
多
角
的
に
思
考

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
企
画
・
開
発
の
プ
ロ
セ
ス

を
体
験
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
能
力
が
身
に
つ
い
た
」

と
メ
ン
バ
ー
は
振
り
返
る
。

　
２
月
中
旬
に
は
、
携
帯
電

話
会
社
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

関
連
企
業
な
ど
の
協
力
企
業

で
報
告
会
が
開
か
れ
る
予

定
。
ア
プ
リ
の
運
用
テ
ス

ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
収

支
計
画
の
見
直
し
、
想
定
さ

れ
る
質
問
へ
の
対
応
な
ど
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

▶
　
第
10
号
を
手
に
笑
顔
の
ゼ
ミ
生
た
ち

▲
　
発
表
す
る
板
坂
ゼ
ミ
生
。

画
面
は
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
学
生

15
分
。
辻
又
に
着
く
と
、
辺

り
は
田
ん
ぼ
と
山
、
川
の

み
。
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校

を
利
用
す
る
自
炊
合
宿
と
な

っ
た
。
そ
の
後
ほ
ぼ
毎
月
の

よ
う
に
訪
問
し
て
い
る
。

　
特
産
は
辻
又
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
。
冬
の
豪
雪
が
も
た
ら

す
良
い
水
と
寒
暖
の
差
で
お

い
し
い
米
が
で
き
る
。「
炊
く

と
粒
が
し
っ
か
り
立
ち
、
甘

み
が
あ
っ
て
炊
き
た
て
で
も

冷
め
て
も
う
ま
い
」
と
森
本

准
教
授
は
絶
賛
。
ゼ
ミ
生
も

「
ご
飯
が
こ
ん
な
に
お
い
し

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

口
を
そ
ろ
え
る
。し
か
し
、単

独
で
は
流
通
し
な
い
た
め
一

般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

辻
又
の
人
の
悩
み
だ
。

　
森
本
ゼ
ミ
は
「
機
能
的
な

価
値
よ
り
感
性
的
価
値
を
訴

え
た
方
が
効
果
が
あ
る
」
と

い
う
森
本
准
教
授
の
分
析
か

ら
「
辻
又
の
良
い
環
境
で
育

て
た
コ
メ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
15

年
８
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ

た
マ
ル
シ
ェ
（
青
空
市
場
）

に
出
店
。
専
門
店
と
協
力
し

お
に
ぎ
り
に
し
て
70
セ
ッ
ト

を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
終
了

２
時
間
前
に
完
売
し
た
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用

し
辻
又
の
宣
伝
に
励
み
、
神

奈
川
県
の
小
学
校
に
呼
ば

れ
、
授
業
で
辻
又
と
限
界
集

落
に
つ
い
て
ゼ
ミ
生
が
話
を

し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

辻
又
の
里
山
に
自
生
す
る
ミ

ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
た
ま
り
漬

け
お
に
ぎ
り
を
考
案
。
日
本

お
に
ぎ
り
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
こ
ち
ら

も
好
評
だ
。

　
当
初
、「
遊
び
に
来
た
だ
け

の
学
生
」
と
い
う
目
で
見
て

い
た
住
民
も
い
た
が
、
ゼ
ミ

生
の
熱
心
な
訪
問
が
回
を
重

ね
る
こ
と
で
、
ゼ
ミ
生
の
訪

問
を
楽
し
み
に
す
る
人
が
増

え
た
。
家
に
呼
び
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
話
を
し
、
一
緒
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と

も
。
前
辻
又
区
長
の
佐
藤
真

一
さ
ん
（
66
）
は
「
米
は
食

べ
て
み
て
良
さ
が
わ
か
る
。

辻
又
の
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
の
森
本
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
の

活
動
は
あ
り
が
た
い
。
刺
激

さ
れ
ま
し
た
」。
次
回
の
ゼ

ミ
生
訪
問
は
２
月
末
。「
雪

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
る
。

　
大
嶋
杏
奈
さ
ん（
経
営
４
）

は
辻
又
を
、「
夜
に
な
る
と
真

っ
暗
で
何
も
見
え
な
く
な
る

ん
で
す
。
瞬
く
星
と
風
の

音
、
水
の
音
だ
け
」
と
自
分

の
故
郷
の
よ
う
に
紹
介
し
て

く
れ
た
。
森
本
ゼ
ミ
は
辻
又

で
の
活
動
を
今
後
も
続
け
て

い
く
。
目
下
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力

し
て
休
耕
田
を
使
っ
て
の
コ

メ
作
り
を
計
画
中
だ
。

ゼミ・プロジェクト紹介
　自らが考え、専門知識を深め、仲間と議論し、アイデアを形にし、広く発信することは大学での学びの醍

醐味。専修大学生はゼミナール（ネットワーク情報学部はプロジェクト）を主な舞台に、高度な知識や技術

の習得と研究成果のプレゼンテーション、社会への発信に励んでいる。その活躍と成果の一部をご紹介する。

学
生
パ
ワ
ー
で
集
落
活
性
化

コ
メ
加
工
品
を
開
発
、販
売

経
営
／
森
本
ゼ
ミ

▲　辻又の人たちにインタビューする森本ゼミ生

「
共
に
生
き
る　

住
工
共
生
の
ま
ち
」

高
津
区
紹
介
の
小
冊
子
作
成

初
心
者
向
け
教
材
開
発

首
都
圏
の
３
高
校
が
採
用

ネ
ッ
ト
情
報
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
ぶ
８
人

▲　プログラミング学習アプリを開発

した学生たちと松永教授（奥）

鎌倉の魅力伝えるプランで優秀賞

商／奥瀬ゼミ

理
系
学
生
と
共
同
研
究

経
営
／
渥
美
ゼ
ミ

▶
　
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」満
10
歳

文
／
川
上
ゼ
ミ

「江戸文化」などテーマに
英大学とネット授業文／板坂ゼミ

　
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
歴

史
と
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
々

の
思
い
を
知
っ
て
｜
｜
。

　
経
済
学
部
・
遠
山
浩
ゼ
ミ

の
３
年
次
生
が
川
崎
市
高
津

区
の
歴
史
や
町
工
場
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
小
冊
子

「
共
に
生
き
る
　
住
工
共
生

の
ま
ち
」
を
作
成
、
同
区
の

住
民
に
配
布
し
た
。
町
工
場

と
住
宅
が
混
在
す
る
同
区
の

こ
れ
か
ら
の
発
展
の
た
め

「
手
を
取
り
合
っ
て
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
け
れ
ば
」
と
呼
び
掛

け
る
。

　
高
津
区
は
工
場
の
数
が
市

内
７
区
で
２
番
目
に
多
く
、

な
か
で
も
同

区

下

野

毛
、

久

地
・

宇

奈

根
地
区
は
準
工
業
地
域
と
し

て
１
９
６
０
年
代
か
ら
町
工

場
が
多
数
立
地
し
て
き
た
。

金
属
加
工
を
は
じ
め
と
し
て

産
業
機
械
や
高
層
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
の
部
品
製
造
で
重

要
な
位
置
を
占
め
る
。「
誇

り
と
自
信
を
持
っ
て
高
い
水

準
の
も
の
を
作
り
出
し
て
い

る
。
す
ご
い
技
術
を
持
っ
て

い
る
企
業
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
」
と
ゼ
ミ
生
の
高
山
裕
里

香
さ
ん
は
称
賛
す
る
。
一
方

で
近
年
は
戸
建
て
住
宅
の
建

経
済
／
遠
山
ゼ
ミ

▶
　
ア
プ
リ
を
紹
介
す
る
マ
ン
ガ

▲　辻又の水田を調査＝2015年８月


